
各教科等における言語活動の具体化を求めて各教科等における言語活動の具体化を求めて
関 係 各 位 平成２２年４月２２日

平成２２年度 福岡教育大学附属久留米小学校
研 究 発 表 会 ご 案 内

福 岡 教 育 大 学
主催 福 岡 教 育 大 学 附 属 久 留 米 小 学 校 初 等 教 育 研 究 会

福 岡 教 育 大 学 ・ 附 属 共 同 研 初 等 教 育 研 究 部
後援 福 岡 県 教 育 委 員 会

新緑のまぶしい季節を迎え，みなさま方におかれましては，益々ご健勝にて日々の教育実践，教育研究にご研鑽のことと拝察いたします。
さて，本校では，これから求められる思考力・判断力・表現力の育成を目指し，各教科等において「知的思考」を働かせる子どもの姿を求めて，教育研究に取り組んでまいりました。

特に，本年度は，各教科等で知的思考を働かせるための言語活動の在り方を具体的にご提案したいと考えています。また，一日目には「新学習指導要領の移行期に対応した授業づく
り」のシンポジウムも設定いたしております。さらに，二日目には，文部科学省初等中等教育局主任視学官であられる田中孝一先生より「新教育課程全面実施にむけて，今期待される
こと」と題して，言語活動の充実や学校評価の在り方についてご講話いただきます。
ぜひ，多くのみなさま方にご参会いただき，厳しいご指導，ご助言を賜りたく，ご案内申し上げます。

■期 日 平成２２年６月３日（木）・４日（金）
■会 場 福岡教育大学附属久留米小学校
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※本校ホームページで研究発表会の情報を発信しています。内容も随時更新致しております。どうぞご覧下さい。

8:45 9:15 10:20 13:15 14:20 16:20
朝の 挨拶 研究発表 合 昼食 挨拶

受付 学習指導Ⅰ 移動 全体 理科 体育 の 学習指導Ⅱ 移動 シンポジウム 各協議
活動 学長 馬渡 守 德永 唱 活動 会毎に

9:00 10:00 12:00 14:00 16:25

◇ 公開授業（午前）（９：１５～１０：００）

年 組 教科等 単 元 ・ 題 材 ・ 主 題 指 導 者

１ 桜 算数 いくつと いくつ 河鍋 有一

３ 桜 音楽 ふしに合った歌い方を見つけよう 川上 圭子

３ 菊 理科 ものの重さをしらべよう 守 浩一郎

４ 桜 国語 書き手のくふうを考えて（自作資料） 馬渡 茂人

４ 菊 社会 地いきの安全を守る 有働 功一

５ 桜 体育 短きょり走 德永 真一

５ 菊 外国語活動 私の宝物を紹介しよう 姉川 左希子

◇ 全 体 会（１０：２０～１２：００）
○ あいさつ 福 岡 教 育 大 学 学 長 寺 尾 愼 一

福 岡 教 育 大 学 ・ 附 属 共 同 研 初 等 教 育 研 究 部 委 員 長

8:45 9:15 10:20 13:00 14:00 15:20 16:50
朝の 挨拶 研究発表 昼食 研究 挨拶

受付 学習指導Ⅰ 移動 全体 算数 道徳 合 昼の 学習指導Ⅱ 移動 協議 移動 講演 副校長
活動 校長 宮﨑 河鍋 野中 唱 活動

9:00 10:00 12:00 13:45 15:00 16:55

◇ 公開授業（午前）（９：１５～１０：００）

年 組 教科等 単 元 ・ 題 材 ・ 主 題 指 導 者

１ 菊 生活 わたしの やさいを そだてよう 宮 﨑 靖

２ 桜 図工 つくろう かみの ゆうえんち 谷 本 一 樹

２ 菊 算数 水のかさ 古 賀 弘 行

３ 菊 国語 大事なことをたしかめて読もう「すがたをかえる大豆」 馬 渡 茂 人

５ 桜 道徳 まごころ １―（４） 明朗・誠実 野 中 裕 二

６ 桜 社会 信長、秀吉、家康の天下統一 岡 山 昌 司

６ 菊 学活 附小をひっぱるリーダーになろう 福 永 隆 二

◇ 全 体 会（１０：２０～１２：００）
○ あいさつ 校 長 飯 田 慎 司



○ 研究発表

●全 体 知的思考をはぐくむ教育活動の創造

研究主任 馬 渡 茂 人

●理 科 理科における知的思考をはぐくむ授業づくり

教 諭 守 浩一郎

●体 育 体育科における知的思考をはぐくむ授業づくり

教 諭 德 永 真 一

○ 児童発表

◇ 公開授業（午後）（１３：１５～１４：００）

年 組 教科等 単 元 ・ 題 材 ・ 主 題 指 導 者

１ 菊 道徳 あたたかい こころ ２―（２）思いやり・親切 野 中 裕 二

２ 桜 生活 わたしの おもちゃで あそぼう 宮 﨑 靖

２ 菊 国語 じゅんじょに気をつけて読もう「たんぽぽのちえ」 永 井 弘 毅

５ 桜 算数 三角形と角 古 賀 弘 行

５ 菊 家庭 ゆでてつくろう わたしのサラダ 榎 本 つゆ子

６ 桜 外国語活動 外国人にわたしたちの学校を案内しよう 岡 山 昌 司

６ 菊 図工 マイ だんボールアート 谷 本 一 樹

◇ シンポジウム「新学習指導要領の移行期に対応した授業づくり」（１４：２０～１６：２０）

教科等 会場 アドバイザー コーディネーター シンポジスト

筑前町立三輪小学校
「活用力」を育てる 多 目 的 福岡教育大学 福岡教育事務所 教諭 山下 冊
国語科の授業づくり ホール 准教授 河野 智文 主任指導主事

秋永 晃生 本校教諭 永井 弘毅

那珂川町立岩戸小学校
「活用力」を育てる 体育館 福岡教育大学 北筑後教育事務所 教諭 立川 嘉彦
算数科の授業づくり 教 授 清水 紀宏 主任指導主事

縄田 淳一 本校教諭 河鍋 有一

大牟田市立笹原小学校
教諭 古池 博文

外国語活動の ２の桜 福岡教育大学 南筑後教育事務所
授業づくり 准教授 中島 亨 主任指導主事 附属久留米中学校

横山 浩志 教諭 坂口伸一郎

本校教諭 岡山 昌司

○あいさつ 各会場毎に

副校長
研修部

○ 研究発表

●全 体 知的思考をはぐくむ教育活動の創造

研究副主任 宮 﨑 靖

●算 数 算数科における知的思考をはぐくむ授業づくり

教 諭 河 鍋 有 一

●道 徳 道徳における知的思考をはぐくむ授業づくり

教 諭 野 中 裕 二

○ 児童発表

◇ 公開授業（午後）（１３：００～１３：４５）

年 組 教科等 単 元 ・ 題 材 ・ 主 題 指 導 者

１ 桜 音楽 ２びょうしの リズムで あそぼう 川 上 圭 子

３ 桜 社会 お店のしごと 有 働 功 一

３ 菊 体育 リズムダンス 德 永 真 一

４ 桜 総合 新幹線開通! 久留米によらんね大作戦 姉 川 左希子

４ 菊 算数 四角形 河 鍋 有 一

５ 菊 国語 心情を考えて読もう「大造じいさんとガン」 永 井 弘 毅

６ 桜 家庭 つくろう 快適な衣生活 榎 本 つゆ子

６ 菊 理科 電気の性質とはたらき 守 浩一郎

◇ 研究協議会（１４：００～１５：００）
教科等 会場 助 言 者 司 会 者 提案者（本校教諭）
国 語 多目的ホール 福岡教育大学 教授 山元 悦子 筑後市立水田小学校 馬渡 茂人

みやま市立南小学校 校長 坂田 政大 教諭 日高 大輔 永井 弘毅
社 会 ３の菊 福岡教育大学 教授 豊嶌 啓司 久留米市立金丸小学校 有働 功一

太宰府市立太宰府東小学校校長 川島 耕司 教諭 笹渕 好治 岡山 昌司
算 数 ２の菊 福岡教育大学 教授 清水 紀宏 八女市立上陽北済学園小学部 河鍋 有一

福岡教育事務所 指導主事 鬼木 務 教諭 小川 修一 古賀 弘行
理 科 理科室 福岡教育大学 教授 森藤 義孝 筑後市立筑後小学校 守 浩一郎

北筑後教育事務所 指導主事 加藤 文人 主幹教諭 吉田 俊博
生 活 １の菊 福岡教育大学 准教授 冨安 浩樹 大川市立宮前小学校 宮﨑 靖

柳川市立昭代第二小学校 教頭 髙橋 泰朗 教諭 池上 和久
音 楽 音楽室 福岡教育大学 教授 長野 俊樹 大川市立木室小学校 川上 圭子

筑後市立筑後小学校 校長 伊井 和子 教諭 川野 暢子
図画工作 図工室 福岡教育大学 教授 佐藤 完兒郎 久留米市立北野小学校 谷本 一樹

広川町立下広川小学校 校長 陶山 高義 主幹教諭 道井 真二郎
家 庭 家庭科室 福岡教育大学 准教授 貴志 倫子 大木町立木佐木小学校 榎本つゆ子

久留米市立竹野小学校 校長 三谷 孝子 教諭 川村 ひとみ
体 育 ３の菊 福岡教育大学 教授 相部 保美 久留米市立宮ノ陣小学校 德永 真一

うきは市立千年小学校 校長 渡邉 裕史 教諭 石井 裕一
道 徳 ５の桜 福岡教育大学 准教授 小林 万里子 朝倉市立福田小学校 野中 裕二

福岡教育大学大学院 教授 青木 晃司 教諭 酒見 博文
特別活動 ６の菊 福岡教育大学 教授 小泉 令三 久留米市立北野小学校 福永 隆二

北筑後教育事務所 指導主事 秀島 一生 教諭 井手 則男
総 合 ４の桜 福岡教育大学 教授 大坪 靖直 久留米市立山川小学校 姉川左希子

久留米市教育委員会 指導主事 四ヶ所清隆 教諭 河野 慎一郎
保 健 ２の桜 福岡教育大学 教授 照屋 博行 久留米市立東国分小学校 中西 恵巳

保健管理センター 所長 宮田 正和 養護教諭 松尾 佳代子

◇ 講演「新教育課程全面実施に向けて、今、期待されていること」
～ 言語活動の充実，学校評価の改善など ～

文部科学省初等中等教育局主任視学官 田 中 孝 一 先生
○あいさつ 副 校 長 松 澤 文 人

※研 究 著 書
活用型学力を育む ※会 場 案 内 ※宿 泊
学びの知恵を働かせる授業づくり ・西鉄久留米駅から 津福今町行きバス 附属校前下車（タクシー約 900円） 宿泊を希望される方は下記に直接予約して下さい
福岡教育大学附属久留米小学校 著 ・ＪＲ久留米駅から 津福今町行きバス 附属校前下車（タクシー約 1300円） ○ホテルニュープラザ久留米 0942(33)0010 久留米市六ツ門町 16-1

平成２１年５月刊 ○ハイネスホテル久留米 0942(32)7211 久留米市天神 1-6
○久留米ワシントンホテルプラザ 0942(32)0410 久留米市東町 34-2


